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丹波・丹後地方の蚕糸業と木船衛門
 

正瑞　千幸

１　丹波・丹後地方の蚕糸業

　丹波・丹後地方の蚕糸業は、郡是製糸（現・グンゼ）や丹後ちりめん機業などに支えられ、

とりわけ「蚕都」と呼ばれた綾部を中心に、明治から蚕糸業の先進地として発展を遂げてきた。

しかし、当初から丹波・丹後地方での蚕糸業が隆盛していた訳ではない。地域の有力者の助成

によって京都府北部の蚕糸業は成長したのである。この蚕糸業に関して、木船衛門家文書にも

多数史料が見られるため、これらから丹波・丹後地方の蚕糸業における木船衛門の関与を明ら

かにする。

２　丹波・丹後地域の蚕糸同業組合と養蚕講習所

明治 18 年（1885）全国共進会で京都府の繭が「本会列品中恐らくは粗の魁ならん」と全国

最下位の品質であると酷評され、生糸も同様に厳しい評価を受けた。上記を受けて、京都府は

同年夏に福知山町（現福知山市）で養蚕製糸集談会を開催し、農商務省が発布した蚕糸業組合

準則をもとに、翌年には府内各郡を単位とする蚕糸業組合の設置を実現した。このなかで何鹿

郡蚕糸業組合の組合長に就任したのが波多野鶴吉（1858 ～ 1918）である。

波多野は技術者の先進地への派遣、養蚕伝習所の開校など、養蚕・製糸技術者の養成に取り

組んだ。その中の一つとして、明治 25 年（1892）からは伝習所の修業生を養蚕教師として各

町村に配置し、組合から補助金を交付して養蚕指導を奨励した。波多野は明治 29 年に綾部で

郡是製糸株式会社を設立。輸出生糸の生産に力を入れようと製糸機械を府内で先進的に取り入

れたことで、丹波地域は機械製糸が主流になっていった。京都府蚕糸業は明治初期の深刻な立

ち遅れから後期の急成長という特徴的な動きを示すが、それには郡是が果たした役割が大きい。

郡是生産の生糸は明治 33 年のパリ万国博覧会で金牌を受賞し、郡是に集結する丹波・丹後の

繭や生糸の品質の高さが示され、「蚕都」と称されるようになった。

丹波・丹後地域における蚕業教育は明治 26 年に開所した京都府蚕糸業組合高等養蚕伝習所

を発端とし、明治 41 年に開校した加佐郡立河守蚕業学校と共に、京都府の蚕業教育をリード

する存在だった。前者の養蚕伝習所は波多野鶴吉が初代校長として整備に尽力し、その後改称

や改組を重ねて現在は京都府立綾部高等学校となっている。同校の蚕業課程は昭和38年（1963）

に廃止されたが、校章に桑葉が用いられ名残が見られる。

３　木船衛門と蚕糸業

　木船衛門が蚕糸業と関わる時期は明治 22 年から大正４年（1915）である。明治 22 年には京

都府加佐郡蚕糸業組合議員に当選し（木船衛門家文書 12- ８）、翌年には京都府蚕糸業取締所

議員（12- ５）、翌々年には京都府蚕糸業連合組合議員に当選している（12- ６）。また、明治
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24年５月26日には養蚕伝習所より月掛金及び蚕袋合計107貫 100匁の支払いが発生しており、

明治 26 年に開所した京都府蚕糸業組合高等養蚕伝習所の準備段階から関わっていた可能性が

挙げられる。

その後、明治 31 年５月に設立した京都府蚕糸同業組合では、加佐組合（加佐郡舞鶴町）の

発起人となり、同時に組長へ就任した。また、各郡の蚕糸同業組合設立後には京都府蚕糸業同

業組合連合会創立委員と評議員に選出され、明治 40 年 12 月には波多野に代わって組長に就任

している。同会は恐慌のあおりを受け、農村救済・蚕糸国策樹立への要望によって新組織への

移行に着手し、昭和７年４月１日に解散式を挙行している。その際には創立以来の功労者へ感

謝状・表彰状が贈呈され、故木船衛門も故波多野鶴吉・平野吉左エ門・山崎義丈・吉村伊助と

共に感謝状を贈呈されている（９-468）。他にも、明治 38 年には京都府蚕糸同業組合連合会創

立 20 年紀念式に際して功労を称讃されるなど（９-571）、丹波・丹後地方における蚕糸業の発

達に貢献したことは同時代及び後世の者から見て明白だったと言える。

その活動の一つに、城丹蚕業講習所の整備拡張が挙げられる。明治 44 年に製糸部増築及び

移転費について議論が交わされ（12-188）、同年には蚕業講習所所長大島好太郎より原蚕種製

造所敷地に関する道路寄付を依頼されている（12-298・303）。また、蚕糸講習所関係移転・新

築図面（９-465）や大正年間に作成されたと考えられる城丹講習所改正関連の文書など（９

-170 ～ 178）、木船衛門の関与を示す文書が多数伝わる。

以上整理した木船衛門の蚕糸業における取り組みは、石井寛治が定義した関西地方のような

蚕糸業後進地帯で 1900 年代以降急速に発展した「第Ⅰ類型製糸家」の一例として扱うことが

可能である。石井は、「第Ⅰ類型製糸家」が資力のある地域有力者によって設立・運営され、

優等糸生産のために高性能繰糸機械を用い、内部で養成した女工の長期雇用や地元養蚕家への

蚕種配布や養蚕指導を通じて繭質改良に尽力したことを指摘している。ここから、木船衛門を

明治期の「第Ⅰ類型製糸家」の典型例として位置付けることが出来るだろう。また、加藤伸行

氏は石井氏の論を発展させ関西地方の「第Ⅰ類型製糸家」が品質向上を目的とした蚕糸業規制

を積極的に求め、その結果導入された規制によって優等糸生産を達成したことを指摘している。

これについては蚕病予防法改正や改正した蚕業法における蚕種製造者資格の限定について相談

する書簡が残っている（12-206）。本文書の年代は不明だが、木船衛門が繭質・蚕糸の品質向

上に寄与し、丹波・丹後地方の蚕糸業発展を後押ししたと考えることができる。
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